
今回の若草祭は、初の試みで、お客さんが来るのか不安もありましたが、

たくさんのお客さんが来てくれ、大変盛り上がりました。来客者の多くは、

身体に障がいを持った方が多く、あまり触れ合う機会がないのでとても貴重

な体験となり、また、地元の子供たちとも一緒に楽しむことができました。 

日差しも強い日で、外での長時間の作業は少ししんどかったですが、自分た

ちに与えられた役割をしっかり果たすことができました。この活動で、障害

者の方への気持ちを大切にすることを学びました。 

 

【生地、西村、藤田、井口、合田、田中、前田、村田】 

若草園と地域住民との交流 

場所：若草園 

日時：2011年6月4日（土） 10：00～15：00 

参加した学生の声 

昨年、第４班がボランティアを行った東大阪市内にある社会福祉法人「若草園

」にて再び、ボランティアを行いました。昨年の納涼祭が障がい者の方に楽しん

でもらうことを目的としていたのに対して、今回の若草祭は、健常者の方々との

、地域交流を目的としたものです。今年が第一回ということで、どれくらいの人

が来られるか、皆さん心配していましたが、予想以上の来場者数でした。わた菓

子作りの無料体験や、フリーマーケット、足湯体験など様々な出し物のほか、施

設内では車いす体験まで用意されていて、私たちも楽しませてもらいました。 

若草園の皆さま、ありがとうございました。 

 

         
社会福祉法人若草会 

障がい者センター若草園 

協力 

宍戸ゼミナール 
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